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頁

箇所

誤 正

1-3

1.2.1 地域代表者会議による意見聴取 の1行目以降

章

1. 検討経緯

1.2 意見聴取等の概要

1.2.1 地域代表者会議による意見聴取
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頁
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章

2. 流域及び河川の概要

2.2 治水と利水の歴史

2.2.1 過去の主な洪水

2-17

2.2.1 過去の主な洪水 の3行目、表 2.2.1 主な洪水実績
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頁

箇所

誤 正

（追記）

頁

箇所

誤 正

（追記）

章

2. 流域及び河川の概要

2.4 現行の治水計画

2.4.1 河川整備基本方針の概要

2-40

「(3) 流水の正常な機能の維持」 を追加

章

2. 流域及び河川の概要

2.4 現行の治水計画

2.4.2 河川整備計画の概要
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「(3) 流水の正常な機能の維持」 を追加
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頁

箇所
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6-5

表 6.2.3 (1)  厚真川流域における適用性についての概略評価の概要（かんがい） 

章

6. 利水目的及び正常流量の総合評価

6.2 複数の利水及び正常流量対策案の立案

6.2.1 厚真川流域における利水及び正常流量方策の適用性についての概略評価による抽出

- 6 -



厚幌ダム建設事業の検証に係る検討　報告書（平成23年6月） 正誤表

頁

箇所

誤 正

頁

箇所

誤 正

6-20

11)海水淡水化　・かんがい　

6-18

9) 地下水取水　・かんがい　

章

6. 利水目的及び正常流量の総合評価

6.2 複数の利水及び正常流量対策案の立案

6.2.1 厚真川流域における利水及び正常流量方策の適用性についての概略評価による抽出

章

6. 利水目的及び正常流量の総合評価

6.2 複数の利水及び正常流量対策案の立案

6.2.1 厚真川流域における利水及び正常流量方策の適用性についての概略評価による抽出
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6.4 目的別の評価軸による評価

6.4.1 評価軸による評価プロセス
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頁
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章

6.利水目的及び正常流量の総合評価

6.4 目的別の評価軸による評価

6.4.1 評価軸による評価プロセス

6-76
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頁

箇所

誤 正

章

6.利水目的及び正常流量の総合評価

6.4 目的別の評価軸による評価

6.4.1 評価軸による評価プロセス
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頁

箇所

誤 正

頁

箇所

誤 正

章

6.利水目的及び正常流量の総合評価

6.4 目的別の評価軸による評価

6.4.2 利水対策案（かんがい）の評価結果

6-88 , 6-89

表 6.4.20 (1) -1　利水評価軸による評価（かんがい）

章

6.利水目的及び正常流量の総合評価

6.4 目的別の評価軸による評価

6.4.3 利水対策案（水道）の評価結果

6-94

表 6.4.22 (1) -1　利水評価軸による評価（水道）

評価軸

(1) 目標 ・2,989haの農地に対し、かんがい用

水として、最大12.663m3/sの取水を
可能にする。

・2,989haの農地に対し、かんがい用

水として、最大12.663m3/sの取水を
可能にする。

・ダム完成後に必要水量が確保でき
る。

・ダム完成後に必要水量が確保でき
る。

・ダム建設位置より下流において効
果が発揮される。

・ダム建設位置より下流において効
果が発揮される。

・選択取水設備等により、放流水温
の調整は可能である。

・選択取水設備等により、放流水温
の調整は可能である。

評価基準

評価軸評価の考え方

○：すべての項目で影響がない。

△：いずれか１つの項目で影響がある。 ○

ア） 利水参画者に対し、開発量として何

m3/s必要かを確認するとともに、その算出
が妥当に行われているかを確認することと
しており、その量を確保できるか

イ） 段階的にどのように効果が確保されて
いくのか

ウ） どの範囲で　どのような効果が確保さ
れていくのか

(取水位置別に,取水可能量がどのように確保されるか)

エ） どのような水質の用水が得られるか

○

×：複数の項目で影響がある。

①
多目的ダム

②
ダム再開発

（厚真ダムかさ上げ）

評価軸

(1) 目標 ・完成後、1630m
3
/日

(0.0189m
3
/s)の利水容量

が確保できる。

・完成後、1630m
3
/日

(0.0189m
3
/s)の利水容量

が確保できる。

・完成後、1630m
3
/日

(0.0189m
3
/s)の利水容量

が確保できる。

・ダム完成後に必要水量
が確保できる。

・ダム完成後に必要水量
が確保できる。

・ダム完成後に必要水量
が確保できる。

・ダム建設位置より下流に
おいて効果が発揮され
る。

・ダム建設位置より下流に
おいて効果が発揮され
る。

・流入水温と放流水温で
差異が生じるが、取水す
る水深を調節することで、
放流水温の調節が可能。

・流入水温と放流水温で
差異が生じるが、取水す
る水深を調節することで、
放流水温の調節が可能。

・流入水温と放流水温で
差異が生じるが、取水す
る水深を調節することで、
放流水温の調節が可能。

・ダム建設位置より下流に
おいて効果が発揮され
る。

○評価基準

×：複数の項目で影響がある。

評価軸評価の考え方

○：すべての項目で影響がない。

△：いずれか１つの項目で影響がある。 ○

エ） どのような水質の用水が得られるか

ア） 利水参画者に対し、開発量として何

m
3
/s必要かを確認するとともに、その算

出が妥当に行われているかを確認するこ
ととしており、その量を確保できるか

イ） 段階的にどのように効果が確保され
ていくのか

ウ） どの範囲で　どのような効果が確保さ
れていくのか

(取水位置別に,取水可能量がどのように確保されるか)

①
多目的ダム

○

②
ダム再開発

（厚真ダム貯水池掘削）

③
利水単独ダム

評価軸

(1) 目標 ・2,989haの農地に対し、かんがい用

水として、最大12.663m3/sの取水を
可能にする。

・2,989haの農地に対し、かんがい用

水として、最大12.663m3/sの取水を
可能にする。

・ダム完成後に必要水量が確保でき
る。

・貯水池整備の進捗に伴って段階的
に効果を発揮する。

・ダム建設位置より下流において効
果が発揮される。

・貯水池整備位置より下流において
効果が発揮される。

・選択取水設備等により、放流水温
の調整は可能である。

・貯水池に滞水させるため、河川水よ
り水温の高い用水が得られる。

○

③
利水単独ダム

④
河道外貯留施設

(貯水池)

○評価基準

評価軸

(1) 目標 ・2,989haの農地に対し、かんがい用

水として、最大12.663m3/sの取水を
可能にする。

・2,989haの農地に対し、かんがい用

水として、最大12.663m3/sの取水を
可能にする。

・ダム完成後に必要水量が確保でき
る。

・ダム完成後に必要水量が確保でき
る。

・ダム建設位置より下流において効
果が発揮される。

・ダム建設位置より下流において効
果が発揮される。

・選択取水設備等により、放流水温
の調整は可能である。

・選択取水設備等により、放流水温
の調整は可能である。

評価基準

評価軸評価の考え方

○：すべての項目で影響がない。

△：いずれか１つの項目で影響がある。 ○

ア） 利水参画者に対し、開発量として何

m3/s必要かを確認するとともに、その算出
が妥当に行われているかを確認することと
しており、その量を確保できるか

イ） 段階的にどのように効果が確保されて
いくのか

ウ） どの範囲で　どのような効果が確保さ
れていくのか

(取水位置別に,取水可能量がどのように確保されるか)

エ） どのような水質の用水が得られるか

○

×：複数の項目で影響がある。

①
多目的ダム

②
ダム再開発

（厚真ダムかさ上げ）

・河川水と同程度の水質であると考え

られる。

・河川水と同程度の水質であると考え

られる。

・河川水と同程度の水質であると考え

られる。

・河川水と同程度の水質であると考え

られる。

評価軸

(1) 目標 ・完成後、1630m3/日

(0.0189m
3
/s)の利水容量

が確保できる。

・完成後、1630m3/日

(0.0189m
3
/s)の利水容量

が確保できる。

・完成後、1630m3/日

(0.0189m
3
/s)の利水容量

が確保できる。

・ダム完成後に必要水量
が確保できる。

・ダム完成後に必要水量
が確保できる。

・ダム完成後に必要水量
が確保できる。

・ダム建設位置より下流に
おいて効果が発揮され
る。

・ダム建設位置より下流に
おいて効果が発揮され
る。

・流入水温と放流水温で
差異が生じるが、取水す
る水深を調節することで、
放流水温の調節が可能。

・流入水温と放流水温で
差異が生じるが、取水す
る水深を調節することで、
放流水温の調節が可能。

・流入水温と放流水温で
差異が生じるが、取水す
る水深を調節することで、
放流水温の調節が可能。

・ダム建設位置より下流に
おいて効果が発揮され
る。

○評価基準

×：複数の項目で影響がある。

評価軸評価の考え方

○：すべての項目で影響がない。

△：いずれか１つの項目で影響がある。 ○

エ） どのような水質の用水が得られるか

ア） 利水参画者に対し、開発量として何

m
3
/s必要かを確認するとともに、その算

出が妥当に行われているかを確認するこ
ととしており、その量を確保できるか

イ） 段階的にどのように効果が確保され
ていくのか

ウ） どの範囲で　どのような効果が確保さ
れていくのか

(取水位置別に,取水可能量がどのように確保されるか)

①
多目的ダム

○

②
ダム再開発

（厚真ダム貯水池掘削）

③
利水単独ダム

・河川水と同程度の水質で
あると考えられる。

・河川水と同程度の水質で
あると考えられる。

・河川水と同程度の水質で
あると考えられる。

・2,989haの農地に対し、かんがい用

水として、最大12.663m
3
/sの取水を

可能にする。

・2,989haの農地に対し、かんがい用

水として、最大12.663m
3
/sの取水を

可能にする。

・ダム完成後に必要水量が確保でき
る。

・貯水池整備の進捗に伴って段階的
に効果を発揮する。

・ダム建設位置より下流において効
果が発揮される。

・貯水池整備位置より下流において
効果が発揮される。

・選択取水設備等により、放流水温
の調整は可能である。

・貯水池に滞水させるため、河川水よ
り水温の高い用水が得られる。

○

③
利水単独ダム

④
河道外貯留施設

(貯水池)

○
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厚幌ダム建設事業の検証に係る検討　報告書（平成23年6月） 正誤表

頁

箇所

誤 正

頁

箇所

誤 正

章

7. 検証対象ダムの総合的な評価

7.1 評価結果

章

6.利水目的及び正常流量の総合評価

6.4 目的別の評価軸による評価

6.4.4 正常流量対策案の評価結果

6-100 , 6-101

表 6.4.24 (1) -1　利水評価軸による評価（正常流量）

7-1

7.1 評価結果　2行目以降

評価軸

(1) 目標 ・流水の正常な機能の維持と増進
をはかるため、厚真大橋地点にお

いて、かんがい期最大3.65m
3
/s、

非かんがい期最大1.30m
3
/sを確保

できる。

・流水の正常な機能の維持と増進
をはかるため、厚真大橋地点にお

いて、かんがい期最大3.65m
3
/s、

非かんがい期最大1.30m
3
/sを確保

できる。

・ダム完成後に必要水量が確保で
きる。

・ダム完成後に必要水量が確保で
きる。

・ダム建設位置より下流において
効果が発揮される。

・ダム建設位置より下流において
効果が発揮される。

・選択取水設備等により、放流水
温の調整は可能である。

・選択取水設備等により、放流水
温の調整は可能である。

①
多目的ダム

②
ダム再開発

（厚真ダムかさ上げ）

○ ○

評価軸評価の考え方

○：すべての項目で影響がない。

△：いずれか１つの項目で影響がある。

×：複数の項目で影響がある。

ア） 利水参画者に対し、開発量として何

m
3
/s必要かを確認するとともに、その算出

が妥当に行われているかを確認することと
しており、その量を確保できるか

イ） 段階的にどのように効果が確保されて
いくのか

ウ） どの範囲で　どのような効果が確保さ
れていくのか

(取水位置別に,取水可能量がどのように確保されるか)

エ） どのような水質の用水が得られるか

評価基準

評価軸

(1) 目標 ・流水の正常な機能の維持と増進
をはかるため、厚真大橋地点にお

いて、かんがい期最大3.65m3/s、

非かんがい期最大1.30m3/sを確保
できる。

・流水の正常な機能の維持と増進
をはかるため、厚真大橋地点にお

いて、かんがい期最大3.65m3/s、

非かんがい期最大1.30m3/sを確保
できる。

・ダム完成後に必要水量が確保で
きる。

・ダム完成後に必要水量が確保で
きる。

・ダム建設位置より下流において
効果が発揮される。

・ダム建設位置より下流において
効果が発揮される。

・選択取水設備等により、放流水
温の調整は可能である。

・選択取水設備等により、放流水
温の調整は可能である。

①
多目的ダム

②
ダム再開発

（厚真ダムかさ上げ）

○ ○

評価軸評価の考え方

○：すべての項目で影響がない。

△：いずれか１つの項目で影響がある。

×：複数の項目で影響がある。

ア） 利水参画者に対し、開発量として何

m3/s必要かを確認するとともに、その算出
が妥当に行われているかを確認することと
しており、その量を確保できるか

イ） 段階的にどのように効果が確保されて
いくのか

ウ） どの範囲で　どのような効果が確保さ
れていくのか

(取水位置別に,取水可能量がどのように確保されるか)

エ） どのような水質の用水が得られるか

評価基準

・流水の正常な機能の維持と増進
をはかるため、厚真大橋地点にお

いて、かんがい期最大3.65m
3
/s、

非かんがい期最大1.30m
3
/sを確保

できる。

・流水の正常な機能の維持と増進
をはかるため、厚真大橋地点にお

いて、かんがい期最大3.65m
3
/s、

非かんがい期最大1.30m
3
/sを確保

できる。

・ダム完成後に必要水量が確保で
きる。

・貯水池整備の進捗に伴って段階
的に効果を発揮する。

・ダム建設位置より下流において
効果が発揮される。

・貯水池整備位置より下流におい
て効果が発揮される。

・選択取水設備等により、放流水
温の調整は可能である。

・貯水池に滞水させるため、河川水
より水温が高くなる。

④
河道外貯留施設

(貯水池)

③
利水単独ダム

○ ○

・河川水と同程度の水質であると

考えられる。

・河川水と同程度の水質である

と考えられる。

・河川水と同程度の水質であると

考えられる。

・河川水と同程度の水質であると

考えられる。

・流水の正常な機能の維持と増進
をはかるため、厚真大橋地点にお

いて、かんがい期最大3.65m
3
/s、

非かんがい期最大1.30m
3
/sを確保

できる。

・流水の正常な機能の維持と増進
をはかるため、厚真大橋地点にお

いて、かんがい期最大3.65m
3
/s、

非かんがい期最大1.30m
3
/sを確保

できる。

・ダム完成後に必要水量が確保で
きる。

・貯水池整備の進捗に伴って段階
的に効果を発揮する。

・ダム建設位置より下流において
効果が発揮される。

・貯水池整備位置より下流におい
て効果が発揮される。

・選択取水設備等により、放流水
温の調整は可能である。

・貯水池に滞水させるため、河川水
より水温が高くなる。

④
河道外貯留施設

(貯水池)

③
利水単独ダム

○ ○
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